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平成３０年度第１回玖珠町総合教育会議議事録 

 

日 時 平成３０年６月１９日（火）１０：００～  

場 所 玖珠町役場 ２階庁議室  

出席者 玖珠町長 宿 利 政 和 

 玖珠町教育委員会 教育長 秋 吉 徹 成 

 玖珠町教育委員会 教育長職務代理 藤 川 裕 美 

 玖珠町教育委員会 委員 藤 永 明 秀 

 玖珠町教育委員会 委員 秦  亜 紀 

 玖珠町教育委員会 委員 日 隈 敏 子 

   

 玖珠町総務課長 村 木 賢 二 

 玖珠町まちづくり推進課長 中 島 圭 史 

 玖珠町まちづくり推進課 総合戦略室長 衛 藤  正 

 玖珠町総務課 行政係長 和 田 育 男 

 玖珠町まちづくり推進課 企画政策係長 後 藤 将 典 

   

 玖珠町教育委員会 教育総務課長 横 山 芳 嗣 

 玖珠町教育委員会 学校教育課長 佐 藤 貴 司 

 玖珠町教育委員会 新中学校開校推進室長 長 尾 孝 宏 

 玖珠町教育委員会 教育総務係長 安 達  太 

 

１ 開 会 

 

２ あいさつ 

宿利町長 本日は、玖珠町教育大綱の策定を教育委員のみなさまのご意見を賜りながら、

策定を行うことになっております。教育、文化の振興に関する総合的な政策と

いうことで、造詣の深い教育委員の率直な意見を賜りたいと思います。 

いじめ防止基本方針の確認、公共施設マネジメント計画の中学校跡地利用の

審議をいただく。 

よろしくお願いします。 

 

秋吉教育長 教育を取り巻く環境の変化や玖珠町総合計画との整合性を保ちながら、町長

部局と教育委員会部局の連携を密にとりながら、教育行政の充実、推進に向け

て取り組んでいく所存です。 

いじめ防止について、学校からの月例報告でいじめ、不登校問題個別に詳し

く報告を受けています。 

学校と教育委員会に乖離があってはいけないので、細かな部分の報告を受け

ています。 

学校の問題は教育委員会の問題として、一丸となって解決をしていくことを

学校にも伝えています。 

問題が起こった場合は、町長に報告し相談しながら解決に向くよう努力して

いきます。 
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３ 議題 

（１）玖珠町教育大綱ついて 

［提起］ （横山課長が資料にて説明を行った。） 

  

［質疑］  なし。 

 

宿利町長 提案とおりで承認とします。 

 

 

（２）玖珠町いじめ防止基本方針ついて 

［提起］ （佐藤課長が資料にて説明を行った。） 

 

［質疑］   

日隈委員 いじめの発生時には、警察等の連携があるが、重大事態の発生の時には、外

部介入が無い。重大事態の時こそ警察等の連携が必要ではないか。 

また、マスコミ対応も重要ではないか。 

 

佐藤課長 学校から教育委員会を経由して町長に報告をする部分だけを抽出した資料に

なっております。 

あらゆるいじめが発生した場合、警察等の連携は行います。 

当然マスコミ対応を含んで対応していきます。 

 

 

（３）公共施設マネジメント計画ついて 

［提起］ 総合戦略室 衛藤室長 

中学校統合に伴う、中学校跡地の活用を含めた、玖珠町公共施設個別管理計

画の素案を策定しました。議会を含めて説明をしてきています。公共施設個別

管理計画を策定に至った経過、概要を説明させていただきます。 

（後藤係長がＰＰにて説明を行った。） 

 

［質疑］   

秦委員 地震によるブロック塀倒壊事故が発生した。予算をかけずにできる取り組み

は通学路の変更だと思う。 

日出生や八幡の集会場スペースは確保できるのか。 

運動公園の外部利用が多い。宿泊施設等の活用はできないか。 

人材確保の計画がほしい。 

 

横山課長 ブロック塀の件について、本日学校に校内のブロック塀の点検については、

本日中に報告をするようお願いをしています。通学路について喫緊の回答はで

きないが、通学路のブロック塀、危険個所の調査を依頼したところです。 

 

後藤係長 日出生地区のような複合化の施設については、整備費を計画しています。 

宿泊施設に関しては、説明をした際によく出る意見でありますので、協議検

討をしていくことになりますが、具体的に誰が運営をしていくのか。の部分で

壁にぶつかり協議がまとまらない状態です。 

人材確保については、今回の公共施設個別管理計画は後退的な政策でありま

す。町長の政策でもある、人を残す、人を育てる政策は別に実施していきます。 
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日隈委員 案の作成をすることは良いが、早く地元に説明をして地域の声を聞いてほし

い。 

 

宿利町長 秦委員の意見であります、宿泊施設は玖珠中学校の跡地でという意見が多い

ですが、福祉団体からの要望もあり非常に人気の施設であります。 

意見集約の方法、時期は重要な部分であります。地元説明にいくと町はどの

ような素案があるのか。と聞かれます。案は持っていきますが、決定ではなく

地元意見を聞いて、決定時期なども留意していきます。 

 

藤川委員 山浦中学校は夏に閉校式典を開催します。山浦中学校に関わらず、学校には

過去の歴史、資料が残っている。その資料を残したままでよいのか。公文書で

ないものは処分しても良いが、それにはすごい勇気がいる。 

閉校した学校の教室を利用して、○○中学校の資料置場として一括管理する

なども検討できないか。 

 

宿利町長 新中学校には学校資料室のようなスペースはないのか。 

 

長尾課長 くす星翔中学校には、７校の歴史を見せるギャラリースペースは作る計画で

すが、全ての使用を補完するスペースはありません。 

資料庫のようなものが必要であると感じています。 

 

宿利町長 図書室の一部利用するとかはできないか。 

 

長尾課長 資料の数量が分かった時点で検討していきます。 

 

宿利町長 現在、閉校に向けた実行委員会があるが、その会が発展的に今後の跡地利用

の検討する会になることはないのか。 

 

長尾課長 現在の実行委員会は、閉校式典、閉校行事特化した会にしてもらっています。 

 

 

（４）その他 

事務局からはその他なし 

 

４ 閉会 


